
お知らせひろば
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お知らせお知らせ
ひ ろ ばひ ろ ば

【相談の際にお持ちいただくもの】
　１．収支内訳書及び売上・仕入・経費の関係書類
　２．確定申告用紙〈用紙は、税務署・役場・商工会に用意してあります〉
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　３．源泉徴収票
　４．生命保険料・火災保険料等の控除証明書
　５．国民健康保険料・国民年金の支払額のわかる書類
　６．その他、各種控除に必要な書類
　７．印鑑〈振替納税を申し込みされる方は、
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　　　預貯金通帳と同じ印鑑をご持参ください〉
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　８．使いなれた計算器具及び筆記用具
　９．銀行預金等の口座番号（振替納税を申込さ
　　　れる方、還付申告をされる方のみ）
　　　　なお、郵便貯金については、振替納税は
　　　新総合通帳、還付金の振込は通常貯金口座
　　　のみの取扱いとなります。

　　次の日程により、税務署の職員が確定申告（所得の計算の仕方
や申告書の書き方など）の相談をお受けいたします。

　　■日　時　２月１６日（月）～３月１５日（月）〔土・日曜日を除く〕
　　　　　　　　　午前９時～正午、午後１時～午後４時まで
　　■場　所　江差税務署（江差町字橋本町８４番地 �０１３９５－２－００７８）

－水道・下水道の凍結に注意しましょう－
冬になって、気温が氷点下になると、水道の給水管・蛇口・水洗トイレが凍って
水が出なくなったり、破裂したりする凍結事故が急に多くなります。
寒さは水道・下水道の大敵です。気象情報に十分注意し、凍結のないように気を
つけましょう。

■水洗トイレの凍結を防止するには？
○長期間、家を留守にする場合、便器のヒーター
をつけたままにしておき、タンクや給水管の水
は水抜栓で抜いて空っぽにしましょう。
○便器内に溜まっている水には、不凍液（ウォッ
シャー液）を入れて凍結を防いでください。
○室内の温度がかなり下がる場合は、パネルヒー
ターなどを利用してください。
■排水管の凍結を防止するには？
　長期に家を空ける場合は、排水トラップも凍結
してしまいます。洗面台・台所・お風呂などで
一度、不凍液（ウォッシャー液）を流し、排水
トラップの中を不凍液に変えて、凍結を防ぎま
しょう。
■凍ったときは･･･
　凍結した場合は、大成町下水道工事指定店まで

� ���������������������

　ご連絡ください。

〔����〕

　　平成１５年分

確定申告の相談日程について

■水抜きの順序
　水道の給水管や蛇口に、布切れ・毛布・専用の
保温材などを巻き、濡れないように、上からビ
ニールテープをすき間なく巻いてください。
　水抜きが、最も効果があります。外出するとき
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や寝る前はもちろんのこと、寒い日は日中でも水
抜きをしましょう。
　水を抜くときは、まず、蛇口を全開に水を流し
ながら、元栓のハンドルを完全に閉めます。
■凍ったときは･･･
　蛇口にタオルなどを当てて、その上からお湯
（ぬるま湯）をゆっくりかけます。
　それでもなおらないときは、大成町水道工事指
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定店まで、ご連絡ください。
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【お問い合わせ先】
　役場建設課上下水道係�４－５５１１（内線２３１、２３４）

水洗トイレ・排水の凍結にご注意を 水道の凍結を防ぐには？


